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 要  旨 
3.5 G HSDPA（High Speed Downlink Packet Access）やWiMAX等のモバイルネットワークの高速化と，ハードディスクやフラ
ッシュメモリ等のストレージ機器の大容量化に伴い，モバイル端末を用いたビデオ配信サービスが急速に普及しつつある．一方，
7680 × 4320 画素/60fps であるSHD(Super High-definition) に代表される超高精細映像配信に向けた取り組みが放送分野，
デジタルシネマ分野などで活発に行われ，コンテンツの高品質化は一途を辿ると予想される． 
こうしたマルチメディア配信が急速に普及する中，未だ配信するプラットフォームはモバイル環境へのプラットフォームへと最
適化していない．つまり，パーソナルコンピュータ端末を対象とした従来の配信システムをそのまま，モバイル環境への移行を
行っているため，モバイル端末におけるビデオ視聴形態やネットワーク特性を考慮していない．ゆえに，筆者らはモバイル端末
におけるビデオ視聴に特有の視聴形態及びインフラを考慮に入れたビデオ配信システムとしてSkim@ システムを立ち上げた．
skim@ システムでは，ユーザは限られた時間であるスキマ時間に，モバイル端末へ配信されるビデオ映像を時間的に及び空間的
にskim しながら視聴可能となるよう研究開発を推進している． 
現在，skim@ システムでは，モバイルビデオ視聴における二つの大きな問題点に対して研究開発を行っている．その問題点を
下記に挙げる． 
1. モバイルネットワークにおける不安定性及び遅延に起因するビデオ視聴の操作性（VCR 操作等）についての問題である．多
量のビデオコンテンツからユーザの興味のあるコンテンツを見つけ出すためには，チャンネルホッピングのようにコンテンツ間
を行き来し，単一コンテンツ内の早送り及びスキップ操作等が行えることが望ましい．モバイルネットワークを介したリアルタ
イムビデオコンテンツ取得，つまりビデオストリーミング方式によるビデオ配信を基盤とするが，上述したコンテンツ間の行き
来や，コンテンツ内での操作性がネットワーク遅延によりスムーズに行えないことを改善する必要がある． 
2. SHD（Super High Definition）映像配信に対して，モバイル環境においても高精細映像をそのままの品質で得ることの困難
さである．先行研究では，高効率符号変換技術の基礎アルゴリズムの研究及びこれらを用いたマルチメディアゲートウェイシス
テムの研究開発が行われている．しかしながら，多様なデバイスからの視聴要求の高まりから，様々な被写体情報と複数箇所か
らの音源から構成される超高精細映像に対して，要求される様々な領域に対応したオーディオビジュアルメディアを複数ユーザ
に提供する必要がある． 
本論文前半では上記問題点1 についての整理及びそれを解決する”非同期ストリーム取得型モバイルビデオ配信システム”を
提案し，視聴対象ビデオコンテンツを時間軸に対してskim できるよう実装を行い，本システムの実現性及び有効性を評価する．
一方，本論文後半では，超高精細映像に対して多数ユーザから任意の映像領域にアクセスを可能とするために，”部分領域アク
セス方式による高精細映像へのアクセス”及び”視聴領域移動に対応した視聴領域映像生成方式”の提案を行い，多数ユーザへ
超高精細映像への任意視点を空間的にskim 可能となる実装を目的として研究を進めている． 
